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　　　　　　　　　 1 緒　　 言

　不燃物等の廃棄物の 最終処分場がひ っ 迫 して い る現状に お

い て は 、これ らの 廃棄物の リサイ クル は 急務の 課題で あ る e

　瓶ガラス などの ガラス 廃棄物は、ガラス 発泡体として リサ

イ クル が行われ てい る。こ の ガラス 発泡体は、軽量性、驪 1

性、遮音性などに優れ た特 1生を有 し て い るため、建築材料な

どに 利用 されて い る。しか し、製造コ ス トが高 く用途が限定

されて い るた め需要が伸び 悩ん で い るの が 現状であ る。そ こ

で 、ガ ラ ス 発泡体 の 用 途拡大 を図 るため に、新たな機能 を有

す る ガ ラス 発泡体の 開 発が期待され てい る。

　
一

方、産 業廃棄 物 で ある フ ェ ライ ト屑 の 廃棄処 分 も問題 と

な っ て お り、新た な リサイ ク ル 技術の 開発 も期待され て い る。

そ こ で、本研究で はフ ェ ライ ト屑 の 再利用を促進するた め の

新た な リサ イ クル 技術 の 確 立 を 目的 と して、電磁 波 吸収能 を

有す るガ ラ ス 発 泡体の 作製を試み、その 材料特 1生にっ い て検

討 を行 っ た。

　　　　　　　　　　 2 実験方法

2．1 試料

　 フ ェ ライ ト粉の 代替材料 と して、酸化鉄 （Fe203）を用 い て ガ

ラス 発泡体を作製 した。廃ガ ラス 粉、発泡剤 （Sic）及び 酸化

鉄の 配合比 を Table　 I に示 す．廃ガラ ス 粉、発泡剤 と Fe203

を メ ノ ウ乳鉢 で 混合 した後、ス テ ン レ ス 製の 容 器 に入れ、マ

ッ フ ル 炉を用 い て 、750〜900℃ で 1 時間焼成 して ガ ラ ス 発 泡

体 を得 た 。

Table　I．1he　m ム加 e ◎Qntent 。fraw　materials ．

　　　　　　　　　　　　　　　　（m 朋 s％）

Sample
GlasspowderFo   ing

　agent
Fe203

幌 94．4 5．6 0．0

10％ 85．0 5．0 10．0

20％ 75、6 4．4 20．0

30％ 66．1 39 30．0

2．2 評慚

　得 られ た ガラ ス発泡体か ら、短冊 状に試 験 片 を切 り出 し試

料 とした。試料の か さ密度、真密度 を測定 し、気孔率 を求 め

た。曲げ強度試験は、ズ
ー

トグラ フ を用い 、ク ロ ス ヘ ッ ドス

ピード0，5  ／mil1 で 3 嗣測 定 した。

　試料を粉砕 し、XRD を 用 い て 試 料中の 構成相 を調べ た。ま

た、標 準 物 質 を 用 い て 試料中の α
一Fe20aとマ グネ タイ ト

（Fe304）の 含有量を求めた。

　試 料の 電磁 波吸収 特 性は、ネ ッ トワ
ー

クア ナ ライザを用 い

て 0〜1．3GHz の範囲に お い て 評価 した。

　　　　　　　　　 3 結果及び 考察

3．1　試料 の 物牲

　得 ら れ た ガ ラ ス 発 泡体の 目視観察か ら、酸化 鉄 を 0〜

20mass励 口えた試料で は 、焼成温度の L昇に伴い 発 泡 が促進 さ

れ て い る こ とが分 っ た。しか し、酸化鉄 を 30mass ％加 えた試

料 では、焼 成温度 が 高 くな っ て も、さほ ど発泡 は促 進 され ず、

酸化鉄特 有の 赤色を呈 して い た。
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Fig．1　Relationship　betWeen　the丘ring　temperature　and 　porasity　for

the　fom　eed　91ass，

　F工g．1に試料の 気孔率 と焼成温度の 関係を示 す。試 料の気

孔率は、酸化鉄の 含有量が増加 するの に伴い 気 孔率 は高 くな

っ た。しか し、酸化鉄 を 30masso／o 加 えた 試料で は、気孔 率は

ほ とん ど変化 しない こ とが 分 っ た。酸化 鉄 を少 量添加 した場

合、酸 化鉄 はガ ラス 同士の 結合を阻 害 しない た め、発泡が起

こ りや す くな るの に対 し、添加 量 が多 くな る とガ ラス 同士 の

結 合が阻害 され るた め、発 泡 し難 くな る もの と考え られ る。

　Fig．2 に試料 の 曲げ強度 と焼成温度 の 関係を示 す。　 Fig．1

の 試料の 気孔率を反 映 して 、曲げ強度は 酸化鉄 の 含有量が増

加するの に伴い 低下 した。一．・
方、酸化鉄を 30mass％加 えた試

料で は、曲げ強度は ほ とん ど変化 しない こ とが分 っ た。

　以、ヒの 結果か ら、曲げ強度は気孔 率 に強 く依存する こ とが

認め られ た。
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32 試 料の 構成相

　Fig，3 に 試料 中の Fe30dの 生成 量 と焼成 〜跛 の 関係 を示す。

Fe304の 生 成量は 焼成温度 の 上昇に 伴い 、増加 す る傾向が認 め

られ た 。 こ の Fe304は、発泡剤で あ る SiC が加熱 によ り酸化 さ

れ、そ の 際 生成す る COに よ り酸 化鉄 が還 元 され て 生成す る も

の と考 え られ る。
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33　電磁波吸収特性

　い ずれ の 試 料も 750〜！200MHz におい て電磁 波 吸収 能が認

め られ た。こ の 電 磁波 吸収 能 は 焼成温 度や酸 化鉄含有量の 影

響 を受 け る こ とが考え られ る ため、電磁 波吸収 能 と試料の 気

孔率や 試 料 中の Fe304 の 生 成量 との 関係 に っ い て 検討 を行 っ

た。

　Fig．　4 に試 料の 電磁波吸収能 と気孔率 の 関係を示す。 試料の

電 磁波 吸収能 は 、 気孔 率の 影響を強 く受け、気孔率の 上 昇に

伴い 低 くな る傾 向を示 した。Fig、5に試 料の 電磁波吸収 能と試

料中の Fe304の 生成量の 関係 を示 す。電磁波吸収能 は、　 Fe304

の 含有量に対 し て、さほ ど強い 相関を示 して い な い こ とが分

る 。

　　　　　　　　 4　結　　　言

　酸化鉄 を加 えた ガ ラ ス 発泡体の 物性 と電磁波 吸収 能 に

つ い て 、酸 化鉄 の 添 加量 及 び焼 成温 度か ら検 討 を行 っ た。

本研 究 で得 られ た結論 は、以 下 の 通 りで あ る。

1） ガ ラ ス 発泡体の 気 孔 率 は、焼成1跛 と共 に高 くな る傾

向 を示 した 。

一
方、FeqO3を 3〔lnass°／・加 え た ガ ラス 発泡休

の 気孔率 は、ほ とん ど変化が見 られ なか っ た。

2） ガ ラ ス 発泡体 の 曲げ強度は、気孔 率に よ る影響 を強 く

受 けて い た。
3＞電磁 汳 吸収能 は、FeqO4 の 生 成 童 よ りも気 孔 率 の 影響 を

強 く受 けて い た。そ の ため、電磁波吸収能を上 げるため に

は気 孔率 を抑 え る必要 が ある と考え られ る、

4）本研 究 で は、石 膏ボードと 同 じ嵩密度で 、約 6 倍 の 強

度 を持つ ガ ラ ス 発泡体が得 られ た。しか し、竃磁 波吸収能

は 40°

／．程度で あ り、実用化に 向け て 電磁波吸収能を さ らに

向上 させ るた めの 研究開発が必要で あ る。
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